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　県指定有形民俗文化財「西塩子の回り舞台」（常陸
大宮市）において、第43回茨城県郷土民俗芸能の集
いが開催され、町指定無形民俗文化財「八木節源太
おどり」が披露されました。
　当日、下赤沢民
俗芸能保存会の皆
さんは、プログラ
ムの最後に登場し、
巧みな口上や、軽
快なお囃子と踊り
に、観客から大き
な拍手や掛け声が
送られました。

　ザ・ヒロサワ・シティ会館（水戸市）において、更
生保護制度施行70周年記念 第58回茨城県更生保護
大会が開催されました。
　本町では、永年にわたり更生保護活動に尽力され
た功績により、保護司の細谷敬子さん（上青山）が法
務大臣表彰を授与されました。
　保護司は、罪を
犯した人の更生援
助や犯罪予防など
を主な役割とする
ボランティアです。
　細谷さんは、平
成12年11月から
活動を続けられ、
現在は新任保護司
の講師としても活
躍されています。

　町教育委員会では、今年３月に町指定文化財に指 
定された圷ハリストス正教会所蔵のイコン（聖像画）
「至聖生神女（しせいしょうしんじょ）」の見学会を開 
催し、12名が参加しました。
　参加者は、明治22年創設の圷ハリストス正教会の
歴史や、平成25
年に再建された
教会の建物につ
いてなど、信徒
の方に多くの質
問をしながら、
初めて観るイコ
ンを熱心に見学
していました。

いきいき城里 圷ハリストス
正教会イコン見学会を開催

　錫高野地区で三世代交流を兼ねた「第10回錫高
野区民イモ煮会とカカシ祭り」が開催されました。
　会場には、今年もたくさんの手作りカカシが展
示され、来場者の目を楽しませました。カカシは
実行委員会の呼びかけに賛同した団体や個人によ
り制作されたもので、テレビで人気のキャラクタ
ーや日常生活を描いたものなど個性豊かな作品が
並びました。なかには今にも動き出しそうなもの
もあり、写真撮影をする来場者もいました。
　来場者は、配布された芋煮や餅などを味わい、お祭りを楽しみました。

今年も力作ぞろい
～錫高野地区 イモ煮会とカカシ祭～

　町教育委員会は、郷土について広く知ってもらう
ことを目的に、町民まつり「ホロルのたまご」におい
て、第1回城里郷土クイズ大会を開催しました。
　８チームが熱戦を繰り広げ、藤沼祥子さんのチー
ムが優勝、寺門駿さんのチームが準優勝に輝き、メ
ダルと賞品が授与されました。
　また、同会場内に「しろさと郷土検定」ブースを開
設しました。66名が25問の検定問題に挑戦し、22
問以上正解した参加者12名に「しろさと博士認定証」
を交付しました。

第１回 城里郷土クイズ大会・
しろさと郷土検定を開催

八木節源太おどりが 
「郷土民俗芸能の集い」に出演

保護司が法務大臣表彰
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避難所開設運営研修会が
開催されました

　旧青山小学校区（上青山・下青山・春園・小坂・勝
美沢）区長主催による「旧青山小学校区避難所開設運
営研修会」が開催されました。
　当日は、旧青山小学校区の自治会長など44名が参
加し、城里町地域防災ボランティア会の皆さんと避
難所の部屋割りや
避難所生活のルー
ル作りの方法など
を学びました。
　参加者からは「地
区住民と共有して
いくべきだと思う」
等の意見が出され
ました。

交通安全高齢者自転車競技 
茨城県大会に出場

　ひたちなか市総合運動公園 総合体育館において、
「第17回交通安全高齢者自転車競技 茨城県大会」が開
催されました。
　笠間地区交通安全協会を代表して、城里町から５
名の選手が出場し、28チーム中14位という結果を
収めました。

農業委員会から意見書を受領
　冨永幸男農業委員会会長及び加藤文夫同会長職務
代理者から、上遠野町長へ農地利用の最適化に向け
た意見書が手渡されました。
　意見書には、「人・農地プラン」の実質化に伴う農
業の担い手確保や荒廃農地の発生防止、有害鳥獣被
害対策などにつ
いてまとめらて
います。
　町では、この
意見書をふまえ、
農地等の利用最
適化施策を推進
してまいります。

　選挙制度130周年を記念し、多年にわたり選挙の
啓発運動等に尽力され、顕著な功績を挙げられた方
へ表彰が行われました。町では、城里町選挙管理委
員会委員長の園部孝元さんに内閣総理大臣表彰が授
与されました。
　園部さんは、平
成８年に旧常北町
選挙管理委員会委
員に選任され、現
在は町選挙管理員
会委員長として活
躍されています。

選挙制度130周年における 
選挙関係功労者表彰

　御前山・那珂川広域連携協議会主催により、御前
山ダム周辺（常陸大宮市）を活用した『御前山サイク
リングフェスティバル』が初めて開催されました。
　約70名の参加者が紅葉の残る周回コースでサイク
リングを楽しみました。参加者には、地元特産品な
どが配られたほか、会場内では地元の食材を使った
豚汁や麺類、
デザートなど
が無料で振る
舞われました。

第１回 御前山サイクリングフェ
スティバルが開催されました

笠間市市民球場ほか

第６回 イオン笠間杯・笠間クラブ
野球スポーツ少年団親善交流会

▲優勝　石塚ビックス野球スポーツ少年団

　 県内18チームが参加して開催された上記大会
において、石塚ビックス野球スポーツ少年団が
総合優勝しました。
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▲書道体験 ▲歓迎レセプション

▲空手交流

　本町では、モンゴル国空手連盟との東京2020オリンピック競技大会における事前キャンプについての
基本合意書締結により、モンゴル国空手代表選手団の事前キャンプを11月17日（日）から24日（日）まで受
入れました。
　８日間に及ぶキャンプ中は、町主催の歓迎レセプションを開催したほか、ホストタウンとしての東京2020
大会開催に向けた機運醸成を目的に、七会町民センター等での練習や町内でのさまざまな体験・交流プロ
グラムを行いました。
　これからも東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会出場を目指すモンゴル国選手団をみんなで
応援しましょう！

問合せ　まちづくり戦略課
　　　　☎029－288－3111（内線203） ▲弓道体験

▲後列左から：シャラブ・スレンフー選手（３３歳）、
　バトバヤル・オトゴンバヤル選手（２７歳）、チン
　ゾリグト・ムンフツェツェグ選手兼通訳（３１歳)、
　バブードルジ・ビシガラブ選手（２７歳）、トゥム
　ルツェツェグ・バダルウ－ガン代表（３６歳）、ダ
　ワーサンブー・ムンフマンラェ選手（２７歳）
　前列左から：硲邦男（はざまくにお）空手道青
　龍館館長、ななかいこども園園児
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七会町民センター  アツマーレ 検索

新しろさと大使に
小澤龍夫さんが就任しました

城里町企業立地奨励金制度のご案内
～活用している企業について～

新しろさと大使に
小澤龍夫さんが就任しました

問合せ　まちづくり戦略課
　　　　☎029－288－3111（内線221）

　「アツマーレ」のグラウンドにおいて、女子サッカー
『おとめリーグ』が開催されました。５チーム120
名が参加し、熱い女の戦いが繰り広げられました。

10月27日（日）

問合せ　七会町民センター　☎0296－88－3111
　　　　バーベキュー場　　☎0296－88－3157

新しろさと大使に
小澤龍夫さんが就任しました
　町では、城里町にゆかりのある人物で、多方面
で活躍している方に「しろさと大使」を委嘱してい
ます。
　今回、大進運輸株式会社（東京都）代表取締役の
小澤龍夫さんに大使をお願いしました。

　町では、企業の立地を促進し、町内に事業所（対象要件有り）を新設または増設した方、その
用地として土地を譲渡した方に「城里町企業立地奨励金」を交付しています。
　この奨励金の交付を受けている外装材製造販売のアイジー工業株式会社（本社：山形県東根市、
若尾直 代表取締役社長）は、14年前の2005年、城里町高久に水戸工場を開設しました。
　12月９日（月）、敷地内に約35億円を投資した新工場と新生産ラインの竣工通板式が開催され、
関係者らが出席しました。新生産ラインは、2020年６月の本格稼働を目指しています。
　アイジー工業株式会社は、来年創業50周年を迎えます。城里町企業立地奨励金を活用しなが
ら、地域経済の活性化や雇用の促進に大いに期待ができます。

鉄骨平屋建て
延床面積　7,675平方メートル
従業員数　約50人

新工場の概要

▲アイジー工場株式会社 新工場の外観

▲工場内を見学する竣工通板式参加者

城里町企業立地奨励金制度のご案内
～活用している企業について～

城里町企業立地奨励金制度のご案内
～活用している企業について～

▲小澤龍夫さん
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